
リソースセットとジョブ - 物理的アイテムの変更 

Almaのリソースジョブに関するトレーニングセッションへようこそ 

他のトレーニングセッションでは、Almaでレコードのセットを作成する方法と ジョブを使用

してセットの変更をすべてのメンバーに適用する方法について学習しました 

このセッションでは、セットとジョブを使ってリソースを変更する具体的な例として 特別な設

置のために数冊の本を一時的に新しい場所に移動させる方法を 見てみましょう 

まず、移動するアイテムのセットを作成する必要があります 

Almaから、[管理]メニューを選択し、[セットの管理]を選択します 

[セットの追加]をクリックして、[アイテムセット]を選択します 

セットに名前を付け、他のセットパラメータを選択します 

コンテンツタイプは必ず[物理的アイテム]に設定してください 

[セットにメンバーを追加]をクリックします 

検索バーを使用して、移動するアイテムを見つけます 

アイテムを見つけたら、チェックボックスを選択します 

[選択したアイテムを追加]をクリックします 

移動するアイテムをすべて追加したら、[完了]をクリックします 

[メンバー]の行アクションを使用してリストを確認できます 

次に、アイテムを特別な設置場所に移動するジョブを設定する必要があります 

[管理]メニューで、[ジョブの実行]を選択します 

機関で Almaのリソースや目録を扱うスタッフにとって 作業をスピードアップできる仕事がた

くさんあります 正規化の修正や管理タグの設定などです 

このセッションのサンプルジョブは、[情報更新]ジョブです これは、物理的アイテムの変更と

呼ばれます 

ジョブを選択し、[次へ]をクリックします 

作成したアイテムのセットを見つけます 

ここに表示されているのはセットだけで 物理的なアイテム/タイトルのコンテンツタイプを持

つものです 物理的アイテムの変更ジョブは、このコンテンツタイプでのみ機能するためです 

したがって、作成したセットが表示されない場合は コンテンツタイプが正しく定義されていな

い可能性があります 

セットの作成を最初からやり直す必要があります 

次のページで、タスクパラメータを入力します 

特定のパラメータが何のためにあるのかわからない場合は [ヘルプ]メニューから、[このページ

のヘルプ]を選択します 



開いたマニュアルには、パラメータの定義があります 

物理的アイテムを変更するこのジョブでは、パラメーターはいくつかのグループに編成されて

います 

この例で必要なグループは、2番目のグループです 

一時的な配架場所を変更です 

変更するパラメータごとに、チェックボックスをクリックし 変更を加えます 

アイテムの一時的な表示を[はい]に設定します 

これで誰でも一時的な配架場所にあるアイテムを検索できます 

後日、これらのアイテムを一時的な配架場所から永久的な場所に戻したときに これらのパラメ

ータを使って 一時的な情報を消去することができます 

ドロップダウンメニューで一時的な配架場所である 特別設置の場所を選択します 

[条件]ドロップダウンメニューでは、[無条件]を選択できます 

これは、セット内のすべてのアイテムがこの新しい場所を取得することを意味します 

もしくは、条件の 1つを選択できます 

例えば、まだ一時的な配架場所にないアイテムのみを移動する場合は [フィールドが空の場合]

を選択します 

ちなみに、アイテムを一時的な配架場所に移動すると  新しい場所の所蔵レコードが作成されま

す 

Almaでは所蔵レコードと共に一時的なものであることを示すアイコンが表示されます 

機関が一時的な配架場所にあるアイテムに一時的な請求記号を割り当てる場合 これらのパラメ

ータを選択します 

これらのアイテムが特定の日にこの一時的な配架場所を離れ 永久的な配架場所へ戻す場合は、

返却期限日を選択します 

期限日が来ると、Almaは自動的にジョブを実行をし そのアイテムを永続的な場所に戻します 

最後に、一時的なアイテムポリシーを選択できます 

たとえば、これらの本が一時的な配架場所に設置されている間 アイテムの貸出期間を短くした

い場合があります 

そうすれば、より早く特別な設置場所に戻すことができ 他のユーザーが利用できるようになり

ます 

または、設置中に貸出不可にすることもできます 

これらの変更のいずれかを条件に設定できます 

以上が、一時的な配架場所に変更するためのパラメーターです 

他のパラメーターグループについても見てみましょう 物理的アイテムを変更する際にこのジョ

ブで使用できます 



最初のグループは、永久的な位置情報を変更するためのものです 

永久的な場所自体を変更することに加えて 請求記号とストレージ場所 IDを変更できます 

アイテムの永久的な場所を変更すると 新しい場所に新しい所蔵レコードが作成されます 

古い所蔵レコード内に他にアイテムがない場合、古い所蔵レコードは削除されます 

この操作はリンクされている発注明細に影響を与える可能性があります 詳細については、マニ

ュアルを参照してください 

一時的な位置情報のグループの後には セット内のアイテムに関する一般情報を変更するための

パラメーターのグループがあります 

パラメータには、資料タイプの変更、永久的なアイテムポリシー 重要な日付、物理的な状態な

どがあります 

ページのさらに下には、インベントリー情報を変更するためのパラメーターがあります 

関与するプロセスである場合は、除外日が含まれています 

パラメータの最後のグループでは、セット内のすべてのアイテムに様々なメモフィールドのテ

キストを 変更できます 

機関のポリシーによっては、これらのメモを特定の用途に使用する場合があります 

なお、ここでフィールドに追加したノートは 現在そのメモフィールドにあるテキストを完全に

削除します 

「条件 -フィールドが空の場合」を選択しない限り このジョブで、既存のメモにテキストを追

加する方法はありません 

代わりに、各アイテムを個別に編集して手動で行い メモフィールドにテキストを追加する必要

があります 

以上が、Almaでセットとジョブを使用して 物理的アイテムに関する情報を変更する方法です 


